
洪水浸水想定区域（計画降雨／想定最大規模降雨）のハザードマップを最新情報に更新

ハザードマップ
更　新

新 機 能

宇和島市内の洪水浸水想定区域（計画降雨／想定
最大規模降雨）を、ARで表示します。

洪水浸水想定区域AR
ハザードマップ

洪水浸水想定区域AR
ハザードマップを追加2025

年1月

公開

裏面も見てね！

今すぐアプリを
ダウンロード！

お問い合わせ：宇和島市  危機管理課　　〒798-8601 愛媛県宇和島市曙町1番地　TEL：0895-24-1111

■アプリ画面はイメージです。実際の画面とは異なる場合があります。　■使用環境に含まれる端末においても一部の端末では動作しないことがあります。
■自動車や自転車運転中のアプリ操作は大変危険です。交通マナーを守って安全運転を心がけましょう。　　■オフラインの状態で使用する場合は、事前に地図のダウンロードが必要です。
■掲載内容は2025年1月時点のものです。実際の内容と異なる場合がありますので、予めご了承ください。

【洪水浸水想定区域AR機能のご利用可能端末】iOS：OS13以上／Android：OS7以上の国内販売端末
※Androidにおいて、専用アプリ（ARCore）が非対応の端末では、本機能をご利用になれません。
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伊達なうわじまホッとナビに「位置
情報」「カメラ」を許可された上で、
ご利用ください。

洪水浸水
想定区域 浸水する水面の高さに応じて、

対象のエリアに3D画像を表示

2

4
起動時、地上から140cmの
高さにカメラがある想定

3

AR画面を開き、カメラを床面
に向け、動かして地面を認識

1

現在地の水面の高さ、現在地
の標高、足元から水面の高さ
を確認

5
建物内にいる場合は、高さを
調整

・正しく地面を認識するために、明るい場所で使用してください。

・水面の表示は参考値であり、実際の安全確保は別途ご確認ください。

・AR画面を開いたまま、ある程度の距離を移動した場合、正しい位置に水面が表示されなくなる可能性があります。

・移動した場合は、一度ハザードマップに戻り、再度AR画面を開きなおしてからご確認ください。

4階

3階

2階

1階

ARハザード
マップの使い方

注意事項

水面の高さとスマホカメラの高さを合わせると、 より正確に洪水時の状況を映し出すことができます。

ワンポイントアドバイス 


